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キヤノンは、IP※1 によるリモートプロダクションを実現する映像制作用リモートカメラシステムの新製品として、“CR-N400／

CR-N350”を 2026 年 1月下旬に発売します。 

近年、映像制作市場では、映像コンテンツの需要増加にともない、低コスト化・省人化を可能にするリモートプロダクションへの

ニーズが高まっています。キヤノンは、こうした市場に向けて、高品位な映像を撮影できる屋内型の映像制作用リモート

カメラの新製品 2 機種を発売します。”CR-N400”は、12G-SDI 端子やタイムコード端子などを備え、放送局のスタジオ

撮影やスポーツ配信などプロフェッショナルの映像制作を支援します。”CR-N350”は、4K60P 出力※2 に対応しながら

オンライン配信に求められる機能に重点を置いた端子構成で、予算を抑えつつ高画質映像を撮影・配信したいという

ニーズに応えます。 

◼ 最大 4K60P 出力に対応した豊かな映像表現 

”CR-N400／CR-N350”は、1/2.3 型 CMOS センサーと映像処理プラットフォーム「DIGIC DV7」を搭載し、4K60P 出力／

4:2:2／10bit の高品位な映像撮影が可能です。また、HDR 撮影にも対応することで、明暗差の大きなシーンでも、

豊かな色彩と滑らかなグラデーションを表現することが可能です。 

◼ 光学 20倍ズーム／フル HD撮影時は最大約 40 倍のアドバンストズームが可能 

”CR-N400／CR-N350”は、光学 20 倍ズームレンズを搭載しています。また、フル HD 撮影時は、一般的なデジタル

ズームとは異なり、高画質を維持したままで最大約 40 倍（焦点距離約 29.3～1202mm 相当※3）のズームが可能な

「アドバンストズーム」を搭載し、ワイドの俯瞰映像から迫力のあるズーム映像まで、一台で幅広いシーンの撮影が可能です。 

◼ 豊富な端子と映像制作の効率化を支える機能・アプリケーション 

”CR-N400”は、4K60P 映像を出力できる 12G-SDI 出力端子のほか、タイムコード端子、Genlock 端子、XLR 音声端子などを

搭載し、上位機種の「CR-N700」（2022 年 12 月発売）や放送用カメラと同じ制作環境で併用することが可能です。

また、”CR-N400／CR-N350”は、自動追尾アプリケーションが搭載されており、人物の動きに合わせてカメラが自動で

被写体を追尾できます。有償ライセンスの購入により、より自然な撮影を助ける構図アシスト機能が利用可能になり、

スムーズな映像制作をサポートします。さらに、「CR-N700」と同様、PC アプリ「カメラカラーマッチングアプリケーション」に

対応し、色味の基準となるメインカメラとの色合わせを簡易化することが可能です。 

※1 「Internet Protocol」の略。インターネット上で情報のやり取りをする際の通信方式。 

※2 実際の出力フォーマットは 3840×2160／59.94P。センサーの有効画素数は約 788 万画素。 

※3 35mm 判換算。59.94P/50.00P 出力の場合は焦点距離約 30.0～1202mm 相当。 

  

2025 年 11 月 5 日 

キヤノン株式会社 

キヤノンマーケティングジャパン株式会社 

屋内型の映像制作用リモートカメラシステムの新製品 2機種を発売 

高画質・高倍率ズームでスタジオ撮影や授業配信など幅広い撮影シーンに対応 

CR-N400（ブラック）／CR-N350（ホワイト） 放送局のスタジオ撮影など 

プロフェッショナルの映像制作現場で使用可能 

講義のオンライン配信などのニーズに対応 
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製品名 希望小売価格 発売日 

CR-N400（ブラック／ホワイト） オープン価格 2026 年 1 月下旬 

CR-N350（ブラック／ホワイト） オープン価格 2026 年 1 月下旬 

⚫ 一般の方のお問合せ先 

⚫ リモートカメラシステムホームページ 

：キヤノンお客様相談センター 

：canon.jp/remotecam/ 

0570-07-0032（直通） 
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4K60P 出力映像によりスポーツ配信でも 

プロフェッショナルの映像制作を支援※ 

文字を鮮明に撮影したい 

講義のオンライン配信などにも好適 

〈”CR-N400／CR-N350”の主な特長〉 

⚫ 1/2.3 型 CMOS センサーと映像処理プラットフォーム「DIGIC DV7」を搭載し、4K60P 出力／4:2:2／10bit の高品位な

映像撮影が可能。 

⚫ HDR 撮影にも対応することで、明暗差の大きなシーンでも、豊かな色彩と滑らかなグラデーションを表現することが

可能。「HLG（Hybrid Log-Gamma）」と「PQ（Perceptual Quantization）」の 2 つの方式から用途に応じた

選択が可能。 

⚫ 業務用4Kビデオカメラ「XF605」（2021年10月発売）やCINEMA EOS SYSTEM などでも使用されている「Canon 709」、

「BT.709 Wide DR」や、ポストプロダクション処理と親和性が高い「Canon Log 3」などを搭載。 

 

 

※ 実際の出力映像には顔枠は表示されません。 

⚫ 光学 20 倍ズームレンズを搭載し、35mm 判換算で焦点距離約 29.3mm-601mm※の高精細なズーム映像を撮影

可能。 

⚫ フル HD 撮影時は、キヤノンの屋内型リモートカメラで最高となる、最大約 40 倍の「アドバンストズーム」が可能。

ワイドの俯瞰映像から迫力のあるズーム映像まで、一台で幅広いシーンの撮影に対応。 

 

※ 59.94P/50.00P 出力の場合は焦点距離約 30.0～616mm 相当。 

 

 

 

 

 

1） 最大 4K60P 出力に対応した豊かな映像表現 

2） 光学 20倍ズーム／フル HD撮影時は最大約 40 倍のアドバンストズームが可能 

光学 20 倍ズーム／約 40 倍アドバンストズームの例 
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⚫ ”CR-N400”は、4K60P 映像を出力できる 12G-SDI 出力端子のほか、タイムコード端子、Genlock 端子、XLR 音声

端子などを搭載し、上位機種の「CR-N700」や放送用カメラと同じ制作環境で併用することが可能。 

⚫ “CR-N400”は、12G-SDI と 3G-SDI の 2 系統の映像を同時出力することが可能。1 台のカメラで構図の異なる

映像を同時に出力したい場合など、さまざまな映像制作ニーズに対応。 

⚫ ”CR-N400／CR-N350”は、自動追尾アプリケーションが標準搭載されており、人物の動きに合わせてカメラが自動で

被写体を追尾することが可能。有償ライセンスの購入により、より自然な撮影を助ける構図アシスト機能を利用できるほか、

追尾対象を手動選択できるようになるなど、自動追尾の全機能を有効化し、スムーズな映像制作をサポート。 

⚫ 「CR-N700」と同様、PC アプリ「カメラカラーマッチングアプリケーション」に対応し、色味の基準となるメインカメラとの

色合わせを簡易化することが可能。 

⚫ タリーランプを前面に加えてボディー背面にも搭載することで、撮影中のカメラが識別しやすくなり、撮影現場での効率的な

運用に貢献。 

⚫ 「CR-N700」で搭載されているクロップ機能に加え、キヤノンのリモートカメラシステムとして初めて、縦クロップ機能を

搭載。クロップ出力先も SDI 経由や HDMI 経由に加え、IP 経由配信時のクロップ機能を搭載。特にライブコマースなど、

スマホ視聴に適した縦画面での映像配信ニーズに対応。 

⚫ 高速から低速まで多段階の速度変化が可能なパン、チルト駆動機構を搭載。低速時 0.1°/秒の滑らかなパン、

チルト駆動が可能。 

⚫ 「リモートカメラコントロールアプリ」、「マルチカメラマネジメントアプリ」、「カメラカラーマッチングアプリケーション」、「カメラ検索ツール」、

「Webcam Driver」、「Canon Multi-Camera Control」など、使い勝手を向上させる多彩なアプリケーションに対応。 

 

※ 実際の出力映像には顔枠は表示されません。 

 

〈製品仕様について〉 

製品仕様の詳細はキヤノンホームページをご参照ください。 

https://canon.jp/biz/product/camera/pro-imaging/remotecam/lineup/crn400 

https://canon.jp/biz/product/camera/pro-imaging/remotecam/lineup/crn350 

 

3） 豊富な端子と映像制作の効率化を支える機能・アプリケーション 

自動追尾アプリケーションによる構図アシスト機能のイメージ※ 

https://canon.jp/biz/product/camera/pro-imaging/remotecam/lineup/crn400
https://canon.jp/biz/product/camera/pro-imaging/remotecam/lineup/crn350
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〈ご参考〉 

2025 年 11 月 19 日（水）から 21 日（金）まで、幕張メッセで開催される国内最大級のメディア総合イベント

「Inter BEE 2025」のキヤノンブースにおいて、”CR-N400／CR-N350”を展示します。 

 

〈リモートカメラシステムの市場動向について〉 

タブレットやスマートフォンなどのデバイスの普及により、多くの人がいつでも手軽に映像を視聴できるようになった今日、

映像コンテンツの需要が急速に拡大し、録画映像・ライブ映像を問わず、多くの映像コンテンツが制作・配信されています。

また、放送分野では、放送局・プロダクションがリモートカメラを用いた番組制作環境を構築しつつあるなど、映像制作現場では

リモートによる低コスト化・省人化を実現する製品やソリューションに対するニーズが高まっています。（キヤノン調べ） 

 


